　仕事の原理

　　　年　　　組　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　.

仕事をするとき楽をする方法をさがそう

物を持ちあげるときに使う道具―滑車くん

◎そのまま持ち上げ　　　　　　　　　◎滑車を固定する方法（定滑車）　　　　　　　　　◎滑車を固定しない方法（動滑車）

道具を使う時と使わないときで仕事がどう違うか調べよう

◎「滑車を含めておもり　　　　　　　個を20cm持ち上げる」という作業をする。（つまんないがガマン）

· そのまま滑車ごと持ち上げた場合と，動滑車を使った場合と比較してみよう。

· 引いた距離はメートルに直して書くと、仕事量をN×ｍ＝J　とすることができる。

	仕事の方法
	引いた力

(バネばかりのめもり)
	引いた距離

（バネばかりを動かす距離）
	仕事量（力×距離）

（作業のキツさ）

	滑車とおもりを
持ち上げたとき
	N
	ｃｍ＝　　　　　ｍ
	N×ｍ

	動滑車を使ったとき
	N
	ｃｍ＝　　　　　ｍ
	N×ｍ


☆気づいたこと

・動滑車を引くときの力の大きさとひもを引く距離について（


　　　）

・仕事量の違いについて（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・
まとめ　と　教訓

· 道具を使うと（　　　　　　　　）では得をするが，（　　　　　　　　）で損をするので，

仕事の大きさ(ツラさ)は（　　　　　　　　　　　）。これを（
　　　　　　　　　　　）という。

◎世の中，楽をしようとしても，（





）

仕事をするとき道具を使っても，

